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広報　常陸大宮　　　　平成２０年２月号２
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子
育
て
広
場
が
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
「
か
が
や
き
」
に
オ
ー
プ
ン
し
て

１
周
年
を
迎
え
、
多
く
の
皆
さ
ん
が
利

用
し
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
広
場
で
は
、
好
き
な
時
間
に

来
て
、
子
ど
も
同
士
、
親
同
士
が
自
由

に
遊
び
、
好
き
に
お
し
ゃ
べ
り
し
、
互

い
に
交
流
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
保

育
士
も
常
時
い
る
の
で
、
子
育
て
に
つ

い
て
悩
ん
で
い
る
こ
と
や
不
安
な
こ
と

な
ど
、
気
軽
に
相
談
で
き
、
育
児
、
子

育
て
の
情
報
な
ど
も
提
供
し
て
く
れ

ま
す
。

　

料
金
は
無
料
で
、
毎
週
火
、
水
、
木

曜
日
の
午
前　

時
か
ら
午
後
３
時
（
４

１０

月
〜
９
月
は
午
後
４
時
）
ま
で
、
市
内

在
住
、
ま
た
は
里
帰
り
中
で
保
育
園
や

幼
稚
園
に
通
っ
て
い
な
い
３
歳
未
満
の

乳
幼
児
と
そ
の
お
母
さ
ん
お
父
さ
ん
が

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
昨
年
の

　

月　

日
に
は
、
父
親
を
対
象
と
し
た

１０

２７

ミ
ニ
運
動
会
が
「
か
が
や
き
」
２
階
集

会
室
で
行
わ
れ
、　

組
の
ご
家
族
が
参

１３

加
し
ま
し
た
。
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▲ミニ運動会の様子



広報　常陸大宮　　　　平成２０年２月号３
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久保田　あき子さん
真叶くん（３歳）／侑奈ちゃん（１歳）

　

保
育
士
さ
ん
に
子
育
て
の
悩
み
を
気

軽
に
相
談
で
き
、
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
利
用

し
て
い
る
マ
マ
同
士
で
会
話
が
で
き
気

分
転
換
が
図
れ
る
の
も
魅
力
で
す
。
子
ど

も
た
ち
は
、
優
し
い
保
育
士
さ
ん
と
の
工

作
や
手
遊
び
の
時
間
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

　
「
子
育
て
広
場
」
は
、
畳
敷
き
で
清
潔
な

お
も
ち
ゃ
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、
子
ど

も
は
大
喜
び
。
私
も
保
育
士
さ
ん
や
同
じ

乳
幼
児
の
お
母
さ
ん
た
ち
と
他
の
人
に
は

分
か
ら
な
い
悩
み
や
愚
痴
を
お
し
ゃ
べ
り

し
て
ス
ト
レ
ス
解
消
し
て
い
ま
す
。
母
子

共
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
広
場
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。

本間　貴子さん
さくらちゃん（1歳）
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▲金子陽子さん（左）と荒井由香さん（右）
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　住み慣れた地域で、安心とゆとりをもって暮らし
ていくためには、援助を受けたい方（利用会員）、援
助のお手伝いをしたい方（援助会員）がネットワー
クをつくり、地域で支えあう会員組織です。
　会員になりたい方は、ファミリー・サポート・セ
ンター（常陸大宮市社会福祉協議会内）に申し込ん
でください。

●利 用 料　　１時間当たり　５００円

●利用時間　　午前８時３０分～午後５時

（ただし、援助会員が確保できれば、

この限りではありません。）

�問い合わせ先�

ファミリー・サポートセンター（常陸大宮市社会福祉協議会内）
大 宮 本 所　�５３－１１２５　山方支所　�５７－６８２６
美 和 支 所　�５８－３３１１　緒川支所　�５６－２８５７
御前山支所　�５５－２７３３
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　子育て中の家庭のお子さんの健やかな成長を願い
育児相談、講習会、講演会等の開催や、子育てサー
クルの育成など、子育て支援を行っています。

��������	
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＊詳しくは各支援センターまでお問い合わせください。

電話番号住　　所実施施設

�５７－４２５０

�５７－２８０８

山方３３６０

（野上１２７１－１）

山 方 保 育 所

（野上保育園）

�５８－２６４９高部２０４４美 和 保 育 所

�５３－４７８９上岩瀬３８２さくら保育園

�５２－０２３５上町３６７－７大宮聖愛保育園

�５６－２８５１上小瀬４６７２上小瀬保育園

�５５－２６０６野口１２９４御前山保育園
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　放課後児童クラブ（学童保育）は、就労等により
保護者が昼間家庭にいない小学校低学年児童に対し
て、適切な遊びや生活の場を提供するものです。

電話番号住　　所実施施設

�５２－１１６６抽ヶ台町２９０６－８大宮西小学校学童保育

�５３－１９２３小野４５１大場小学校区学童保育

�５７－４１５２山方３２９２あげひばり（山方小学校）

�５２－０２３５上町３６７－７大宮聖愛保育園放課後児童クラブ

�５３－４７８９上岩瀬３８２さくら保育園学童クラブ

�５２－１８６０石沢１２３７ひまわり学童クラブ

�５２－０８３０東野３１７９－１あゆみ保育園学童クラブ

�５７－２８０８野上１２７１－１野上保育園学童クラブ

�５６－２８５１上小瀬４６７２上 小 瀬 学 童クラブ

�５５－２６０６野口１２９４御 前 山 学 童クラブ

�５５－２０９９野口１３３７風 っ こ ク ラ ブ

�５３－１７１１泉６６０どんぐり学童クラブ
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広報　常陸大宮　　　　平成２０年２月号５
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１日４分間のアイドリングストップ
を行った場合
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ブラウン管の場合、１日１時間テレビ
（２５インチ）を見る時間を減らした場合
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６５�の水道水（水温２０�）を使い、湯沸し器の設定
温度を４０�から３８�にし、２回／日手洗いした場合
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フタを閉めた場合と、開けっぱなし
の場合との比較（貯湯式）

����������	
��
�����

暖房を１日１時間短縮した場合（設定
温度：２０�）
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５４Ｗの白熱電球１灯の点灯時間を１
日１時間短縮した場合

�����������	
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電気ポットを６時間保温状態にした場合と、プラグを抜
いて保温しないで再沸騰させて使用した場合の比較
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２時間放置により４．５�低下した湯（２００�）を追い焚
きする場合（１回／日）
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外気温度６�の時、エアコン（２．２kＷ）の暖房設定温度
を２１�から２０�にした場合（使用時間：９時間／日）
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３畳用で、設定温度を「強」から「中」
にした場合（１日５時間使用）

年間で電気１８５．９７kWhの省エネ
約４，０９０円の節約
CO２削減量　７６．２kg

年間で電気４０．７３kWhの省エネ
約９００円の節約

CO２削減量　１６．７kg

年間で電気３４．９０kWhの省エネ
約７７０円の節約

CO２削減量　１４．３kg

年間で電気５３．０８kWhの省エネ
約１，１７０円の節約
CO２削減量　２１．８kg

年間で灯油４８．００�の省エネ
約３，８４０円の節約

CO２削減量　１１９．４kg

年間でガス８．８０�の省エネ
約１，３２０円の節約
CO２削減量　２０．５kg

年間で電気３１．８６kWhの省エネ
約７００円の節約

CO２削減量　１３．１kg

年間で電気１０７．４５kWhの省エネ
約２，３６０円の節約
CO２削減量　４４．１kg

年間でガソリン１７．３３�の省エネ
約２，３６０円の節約
CO２削減量　４０．２kg

年間で電気１９．７１kWhの省エネ
約４３０円の節約

CO２削減量　８．１kg

＊出典：（財）省エネルギーセンター「家庭の省エネ大事典」より
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広報　常陸大宮　　　　平成２０年２月号６

　

１
月　

日
、
常
陸
大
宮
市
の
成
人
式
が

１４

市
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
、
振
袖
や
ス
ー
ツ
で
着
飾
っ
た
新
成
人

た
ち
が
集
ま
り
、
二
十
歳
の
門
出
を
祝
い

ま
し
た
。

　

今
年
、
成
人
を
迎
え
る
の
は
６
１
８
人

（
男
３
１
８
人
・
女
３
０
０
人
）。
会
場
に

は
、
新
成
人
の
約　

・
４
％
に
あ
た
る
４

８０

９
７
人
が
集
ま
り
、
同
級
生
と
の
久
し
ぶ

り
の
再
会
を
喜
び
合
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
矢
数
市
長
が
、「
様
々
な
権

利
を
与
え
ら
れ
、
ま
た
社
会
に
対
し
て
、

義
務
と
責
任
を
負
う
こ
と
と
な
っ
た
。
そ

の
こ
と
を
し
っ
か
り
と
胸
に
刻
み
、
そ
れ

ぞ
れ
将
来
へ
の
夢
を
抱
き
、
希
望
に
燃

え
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
歩
ん
で
い
た
だ

き
た
い
。
ま
た
、
今
日
の
感
激
を
忘
れ
る

こ
と
な
く
、
若
さ
あ
ふ
れ
る
情
熱
を
十
分

に
発
揮
さ
れ
、
常
陸
大
宮
市
発
展
の
た
め

に
貢
献
し
て
ほ
し
い
」
と
新
成
人
に
激
励

の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

　

新
成
人
を
代
表
し
て
、
吉
澤
由
香
さ
ん

が
挨
拶
を
、
菊
池
平
さ
ん
と
鈴
木
里
美
さ

ん
が
「
は
た
ち
の
主
張
」
を
述
べ
、
そ
れ

ぞ
れ
が
今
日
の
こ
の
日
を
迎
え
ら
れ
た
感

謝
と
未
来
へ
の
抱
負
を
力
強
く
語
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
成
人

式
実
行
委
員
会
主
催
に
よ
る
抽
選
会
が
行

わ
れ
、
自
分
の
当
選
番
号
が
発
表
さ
れ
る

た
び
に
歓
声
が
あ
が
り
、
と
て
も
和
や
か

な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
青
空
が

広
が
り
、
仲
間
と
共
に
こ
の
日
を
迎
え
ら

れ
た
喜
び
、
大
人
と
し
て
の
新
た
な
誓
い

に
満
ち
た
晴
れ
や
か
な
顔
で
、
新
成
人
の

方
々
は
輝
い
て
い
ま
し
た
。



広報　常陸大宮　　　　平成２０年２月号７
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　初めて選挙に行ったと
き、自分が大人になった
ことを自覚しました。今
の気持ちを忘れずに、社
会に出たときは、たくさ
んの人を助けられたらと
思います。
　また、信じる心や夢な
どを持ち続ける大人にな
りたいです。

　
�������
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　今の自分があるのは、
家族や友人など、たくさ
んの人のおかげであると
いうことを忘れずに生活
していきたいです。
　また、人に対して思い
やりの気持ちを持ち、自分
の言動に責任を持てる大
人になりたいと思います。

　
�������

�����
　
　成人を迎え、特に大人
としての自覚と責任が重
要ですが、成人を迎えた
からといってすぐにとい
うのは難しいことです。
　しかし、これまでの経
験やこれから経験するこ
とを糧に、立派な大人へ
と成長していきたいと思
います。

　
�������
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　社会的な義務を負い、
大人としての自覚を持
ち、常に看護師になると
いう夢や希望を忘れず
に、自立した責任ある行
動をしていきたいです。
　また、家族や友人を大
切にし、思いやりのある
大きく温かい人間になり
たいです。

　
�������
（�����

　
　成人となり、やりたい
ことがたくさんあります
が、何事にも躊躇せず、
精一杯生きたいです。
　また、本当の「大人」
と言えるような優しい人
になりたいです。

　
�������
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　今年二十歳を迎え、何
でも自由にできるように
なりました。しかし、そ
の一方で、大人としての
自覚、責任も持たなくて
はいけないということを
改めて実感する節目だと
思います。　成人として
恥じない行いをとってい
きたいと思います。

　
�������

�����
　
　成人を迎えて、私は責
任感をもち、立派な人間
になることを誓います。
今まで、迷惑をかけてき
たこと、支えてくれていた
こと、身近な存在の家族
がいたからこそ、今の自分
があると思っています。
　ありがとう。そして、
これからも・・・。

����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������� �������	
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　新成人が生まれたのは昭
和６２・６３年には、こんな出
来事がありました。

昭和６２年（１９８７年）
４月　・国鉄が分割・民営化

され、ＪＲ発足

７月　・世界人口が５０億人に
日本人の平均寿命、
男性７５．２３歳、女性
８０．９３歳となり、男
女そろって世界最
高水準の長寿国に
・石原裕次郎　死去

１１月　・竹下内閣発足
・巨人・江川卓投手引
退

昭和６３年（１９８８年）
３月　・青函トンネル（５３・

８５キロ）開通
・東京ドーム完成

�������	
�
サラダ記念日 （俵万智）
ノルウェーの森 （村上春樹）
ゲームの達人 （シドニィ・シェルダン）

など
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本
市
の
教
育
委
員
会
所
管
の
施
設
は
、

小
学
校　

校
、
中
学
校
７
校
、
幼
稚
園
４

１９

園
及
び
給
食
セ
ン
タ
ー
３
ヶ
所
等
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
本
市
に
お
い
て
も
、
社
会

的
な
問
題
で
あ
る
少
子
化
の
影
響
は
深
刻

で
、
現
在
市
内
小
学
校
の
５
校
に
お
い

て
、
複
式
学
級
に
よ
る
授
業
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
児
童
生
徒
数
は
平
成　
２５

年
度
ま
で
に
、
約　

％
の
減
少
が
予
想
さ

１５

れ
る
な
ど
、
学
校
運
営
等
へ
の
影
響
が
懸

念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
常
陸
大

宮
市
の
義
務
教
育
施
設
等
の
適
正
な
配
置

と
今
後
の
整
備
を
計
画
的
に
進
め
る
た

め
、
義
務
教
育
施
設
適
正
配
置
審
議
会
に

お
い
て
審
議
を
重
ね
、
基
本
計
画
を
策
定

し
ま
し
た
。

『常陸大宮市義務教育施設適正配置審議会』の答申

　11月20日、市義務教育施設適正配置審議会

（岡山和夫会長ほか委員29人）から市教育委員

会細谷篤正委員長へ答申書が提出されました。

常陸大宮市 義務教育施設適正配置基本計画
― 教育資源の有効活用にむけて ―

常陸大宮市常陸大宮市　義務教育施設適正配置基本計画義務教育施設適正配置基本計画
― 教育資源の有効活用にむけて ―― 教育資源の有効活用にむけて ―

常陸大宮市　義務教育施設適正配置基本計画
― 教育資源の有効活用にむけて ―

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

小学校の『適正規模』と『適正配置』
　学校教育法施行規則では、小学校の学級数について「１２学級以上１８学級以下」を標準としていますが、現状と
課題、施設規模、市民アンケート等の結果、地域の成り立ち（コミュニティ）や地理的条件などを踏まえ、常陸
大宮市における小学校の適正規模を次のように定めます。

常陸大宮市における小学校の適正配置
　今後、過小規模校及び小規模校となることが予測
される小学校については、小学校の適正規模を満た
すよう施設規模や地理的条件などを考慮した上で適
正に配置することとします。また、遠距離通学とな
る場合はスクールバスなどによる通学支援を検討し
ます。

①複式学級の解消を図る。
・適正規模の観点から複式学級（２つの学年で
１６人以下）を避ける。

②１学級４０人を基本とするが、１学年１学級の場
合は、概ね２０人以上を標準規模とする。
・市民アンケートによる「４０人に満たない場合
は２０～３０人」を反映する。

③既存の施設を利用する。
・現在の校舎の活用と施設規模を踏まえた学級
編制を前提とする。

１学級の人数の考え方

　なお、地域の成り立ち（コミュニティ）や地理的
条件などの理由で、「１学年１学級の学級編制とな
る場合は、概ね２０人以上」を小学校の標準規模とし
ます。

常陸大宮市における小学校の適正規模
６学級～１６学級（１学年１～３学級程度）
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中学校の『適正規模』と『適正配置』
　学校教育法施行規則では、中学校の学級数について「１２学級以上１８学級以下」を標準としていますが、現状と
課題、施設規模、市民アンケート等の結果、地理的条件などを踏まえ、常陸大宮市における中学校の適正規模を
次のように定めます。

常陸大宮市における中学校の適正配置
　小学校の再編による通学区を基本とした学区の変
更を図ることや、既存の学校施設の状況や生徒の安
全確保等を念頭に置いて、学校の統廃合による適正
配置を行います。また、遠距離通学となる場合はス
クールバスなどによる通学支援を検討します。

◆現在と将来の学校規模

中 学 校小 学 校
規模区分

Ｈ31Ｈ19Ｈ25Ｈ19

第一中・山方中
美和中・緒川中
御前山中

美和中
御前山中

小場小・塩田小・世喜小
檜沢小・八里小

大場小・小場小・塩田小
檜沢小・伊勢畑小

過小規模校
（１～５学級）

大宮中・第二中

第一中
第二中
山方中
緒川中

村田小・大場小・上野小
大宮小・大賀小・玉川小
山方小・山方南小・嶐郷小
小瀬小・(仮称)御前山小

村田小・上野小・大賀小
玉川小・世喜小・山方小
山方南小・嶐郷小・小瀬小
八里小・野口小・長倉小

小規模校
（６～11学級）

―大宮中大宮西小大宮小・大宮西小
適正規模校

（12～18学級）

７校７校17校19校合 計

規模区分は「これからの学校施設づくり｣（昭和５９年旧文部省助成課資料） による

①原則として１学年単学級の解消を図る。
・クラス替えにより、新しい仲間との出会い、
自己発見、人間関係を学ぶ。

②１学級４０人を基本とするが、１学年１学級の場
合は、概ね３０人以上を標準規模とする。
・市民アンケートによる「４０人に満たない場合
は３０人」を反映する。

１学級の人数の考え方

　

本
市
の
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
数
の
減

少
は
今
後
も
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

中
、
よ
り
良
い
教
育
条
件
、
教
育
環
境
を

整
備
し
て
い
く
こ
と
を
念
頭
に
、
児
童
生

徒
や
学
級
数
の
将
来
推
計
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
な
ど
か
ら
、
常
陸
大
宮
市
に
お
け
る

義
務
教
育
施
設
等
の
適
正
配
置
を
示
し
た

当
審
議
会
の
答
申
実
現
に
向
け
、
行
政
当

局
は
も
と
よ
り
、
教
育
委
員
会
に
お
い
て

も
適
正
配
置
の
実
現
に
最
大
限
の
努
力
を

願
う
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
学
校
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
歴

史
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
深
い
結
び
つ
き
を

持
っ
て
お
り
、
本
市
の
約
３
４
８�
と
広

大
な
市
域
を
考
慮
す
る
と
、
学
校
の
適
正

配
置
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
の
実

情
や
学
校
に
対
す
る
地
域
の
考
え
方
、

種
々
の
問
題
点
な
ど
を
十
分
聴
取
す
る
と

と
も
に
、
遠
距
離
通
学
と
な
る
児
童
生
徒

へ
の
通
学
支
援
や
通
学
区
域
の
弾
力
的
運

用
な
ど
を
検
討
さ
れ
た
い
。

　

な
お
、
常
陸
大
宮
市
に
お
け
る
学
校
の

適
正
規
模
化
を
図
る
た
め
、
本
答
申
に
基

づ
き
、
今
後
、
よ
り
具
体
的
な
義
務
教
育

施
設
適
正
配
置
計
画
を
策
定
し
、
適
正
配

置
に
向
け
た
条
件
が
整
い
し
だ
い
計
画
を

実
施
す
べ
き
で
あ
る
。（

申
答
書
よ
り
抜
粋
）

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

　なお、地理的条件などの理由により、適正規模を
満たす学級編制が困難で、「１学年１学級の学級編
制となる場合は、概ね３０人以上」を中学校の標準規
模とします。

常陸大宮市における中学校の適正規模
６学級～１５学級（１学年２～５学級程度）
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美和中
3学級
107人

山方中
6学級
198人

緒川中
6学級
129人

御前山中
4学級
116人

第一中
6学級
166人

大宮中
12学級
419人

第二中
6学級
225人5学級63人

大場小
5学級63人
大場小

小場小
4学級35人

6学級148人
村田小

上野小
9学級235人

大宮小
12学級296人

6学級93人
世喜小

上野小
9学級235人

大宮小
12学級296人

大宮西小
13学級429人

6学級93人
世喜小

大賀小
6学級163人

玉川小
6学級96人

山方南小
6学級141人

山方小
6学級171人

檜沢小
4学級41人

6学級136人
嶐郷小

八里小
6学級78人

小瀬小
6学級140人

長倉小
6学級80人

伊勢畑小
4学級36人

6学級71人
野口小野口小

塩田小
5学級47人

◆現在の学校の場所と通学区域 ＊数字は平成１９年５月１日時点の学級数と児童生徒数

Ｈ31Ｈ30Ｈ29Ｈ28Ｈ27Ｈ26Ｈ25Ｈ24Ｈ23Ｈ22Ｈ21Ｈ20Ｈ19Ｈ18Ｈ17学 校 名

405422433431452439446432459435429410419438459大 宮 中

中

学

校

82101105111120145146159157160155161166167167第 一 中

188203201212202209205220219213211214225232235第 二 中

96125141150136140138158161174170187198219223山 方 中

51517081918781787596102111107111115美 和 中

475563687390100103114118126124129142147緒 川 中

79859185807693959894106103116113125御前山中

9481,0421,1041,1381,1541,1861,2091,2451,2831,2901,2991,3101,3601,4221,471合　　計

教育統計情報及び住民基本台帳登録者数より

◆児童生徒数の推計

Ｈ25Ｈ24Ｈ23Ｈ22Ｈ21Ｈ20Ｈ19Ｈ18Ｈ17学 校 名

162160158162161157148156154村 田 小

小

学

校

566663697066635761大 場 小

282626252930354047小 場 小

210219226230232241235246240上 野 小

232253263278288297296288286大 宮 小

95113129136150157163163162大 賀 小

748089909310396103104玉 川 小

242832313642475150塩 田 小

606872798187938388世 喜 小

488487474451445448429423433大宮西小

133139148153159164171184198山 方 小

113122133135135137141144153山方南小

384039383935414250檜 沢 小

94102118124130127136140136嶐 郷 小

728098106116133140150154小 瀬 小

434855626071787985八 里 小

353332373737363743伊勢畑小

656565646663718371野 口 小

646770777274808687長 倉 小

2,0862,1962,2902,3472,3992,4692,4992,5552,602合　　計

単位：人
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市
教
育
委
員
会
で
は
、
学
校
施
設
等
の
教
育
資
源
の
有
効
活
用
を
図
り
つ
つ
「
望
ま

し
い
学
校
規
模
」
を
検
討
す
る
た
め
に
、
平
成　

年
７
月
に
「
学
校
の
規
模
と
通
学
区

１９

域
に
関
す
る
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
そ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
の
一
部
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
市
民
２� 
０
０
０
人
を
対
象
（
無
作
為
抽
出
）
に
、
平
成　

年
７
月

１９

　

日
〜　

日
に
、
郵
送
配
布
、
郵
送
回
収
に
よ
り
実
施
し
ま
し
た
。

１３

２７

（
回
収
率　

・
７
％
）

３７

「
学
校
の
規
模
と
通
学
区
域
」に
関
す
る

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
（
抜
粋
）

「
学
校
の
規
模
と
通
学
区
域
」に
関
す
る

「
学
校
の
規
模
と
通
学
区
域
」 に
関
す
る

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
（
抜
粋
）

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
（
抜 
粋
）

「
学
校
の
規
模
と
通
学
区
域
」 に
関
す
る

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
（
抜 
粋
）

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

�
　

－

１
１
１
１　
　

５２
内
線
３
３
５
・
３
３
８

問
い
合
わ
せ
先
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１
月
５
日
、
常
陸
大
宮
市
新
年
賀
詞
交
歓

会
が
、
西
部
総
合
公
園
体
育
館
に
お
い
て
開

催
さ
れ
、
約
３
０
０
人
が
出
席
し
て
新
年
の

あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
平
成　

年
中
に
善
意
銀
行
、
奨

１９

学
基
金
、
施
設
整
備
等
に　

万
円
（
相
当
）

２０

以
上
の
寄
附
を
さ
れ
た
個
人
・
団
体
に
、
市

長
か
ら
感
謝
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
今
年
、「
第　

回
国
民
文
化
祭
・
い
ば

２３

ら
き
２
０
０
８
」
が
茨
城
県
で
開
催
さ
れ
、

常
陸
大
宮
市
で
は「
全
国
吟
詠
剣
詩
舞
道
祭
」

が
実
施
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
Ｐ
Ｒ
を
か
ね

て
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
市
内
で
吟

詠
剣
詩
舞
を
学
ん
で
い
る
光
楓
吟
詠
学
院
大

宮
支
部
と
嫡
流
水
府
新
刀
流
の
皆
さ
ん
に
よ

る
吟
詠
剣
詩
舞
が
披
露
さ
れ
、
新
年
の
集
い

に
花
を
添
え
ま
し
た
。

　
　

月　

日
、「
年
末
の
県
下
一
斉
街
頭
犯

１２

２１

罪
等
抑
止
活
動
に
伴
う
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
」

が
市
役
所
か
ら
Ｊ
Ｒ
常
陸
大
宮
駅
周
辺
に
か

け
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
矢
数
市
長
、
大
宮
警
察
署
長
を

は
じ
め
署
員
、
大
宮
地
区
防
犯
協
会
、
大
宮

防
犯
連
絡
協
議
会
、
大
宮
地
区
交
通
安
全
協

会
大
宮
支
部
、
大
宮
地
区
交
通
安
全
母
の
会

連
絡
協
議
会
、
そ
の
他
自
警
団
等
の
防
犯
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
協
力
を
得
て
、
街
頭

の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
や
飲
食
店
等
に
立
寄

り
、
チ
ラ
シ
な
ど
啓
発
物
を
配
布
し
、
飲
酒

運
転
追
放
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

����������������
����������������
����������������
����������������
����������������
����������������
����������������
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１
月　

日
、
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い

２４

て
「
第　

回
茨
城
県
統
計
大
会
」
が
開
催
さ

４９

れ
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
昨
年
の
叙
勲
を
受
章
さ
れ
た

大
森
忠
雄
さ
ん
と
圷
進
さ
ん
の
紹
介
や
統
計

功
労
者
の
表
彰
、
感
謝
状
の
贈
呈
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
ま
た
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
の

表
彰
も
行
わ
れ
、
市
か
ら
は
、
次
の
方
々
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

統
計
調
査
員
表
彰

●
知
事
表
彰

助
川　

寛
一
さ
ん
（
岩
崎
）

高
村　

喜
典
さ
ん
（
盛
金
）

生
田
目　

強
さ
ん
（
石
沢
）

野
上　

進
さ
ん
（
抽
ヶ
台
）

●
統
計
協
会
総
裁
表
彰

冨
山　

明
さ
ん
（
栄
町
）

小
田
倉　

美
津
子
さ
ん
（
泉
）

相
田　

喜
一
郎
さ
ん
（
中
富
町
）

菊
池　

孝
一
さ
ん
（
上
大
賀
）

●
経
済
産
業
省
調
査
統
計
部
長
感
謝
状

宇
留
野　

敏
明
さ
ん
（
小
野
）

関　
�
子
さ
ん
（
姥
賀
町
）

�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

����������������� ���������������� ���������������� ���������������� ��������������������

●
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

医
療
法
人
博
仁
会
老
人
保
健
施
設

大
宮
フ
ロ
イ
デ
ハ
イ
ム

統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル

●
統
計
協
会
会
長
賞

　
「
楽
し
く
使
っ
て
る
よ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
も
マ
ナ
ー
は
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
？
」

上
野
小
学
校　

５
年　

関　
　

萌
香
さ
ん

〈
パ
ソ
コ
ン
統
計
グ
ラ
フ
の
部
〉

 
「
小
学
生
は
勉
強
好
き�
」

大
宮
小
学
校　

５
年　

黒
羽　

麻
由
さ
ん

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

▲統計大会に参加し、
表彰をされた皆さん

～お詫びと訂正～

　「広報常陸大宮１月号」
１２ページ中の「木にたず
さわって」の記事の中で、
誤りがありました。
　お詫びして訂正します。

誤　佐藤　文夫（長田）
正　佐藤　文夫（小田野）
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月　

日
、
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い

１２

１４

て
、
茨
城
県
学
校
給
食
振
興
大
会
並
び
に
食

に
関
す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
、
そ
の

大
会
の
中
で�
つ
く
ろ
う
料
理
コ
ン
テ
ス
ト�

の
表
彰
式
が
あ
り
、
小
学
生
の
部
で
村
田
小

学
校
５
年
の
小
泉
佳
菜
さ
ん
が
最
優
秀
賞
、

中
学
校
の
部
で
緒
川
中
学
校
２
年
の
三
村
晃

平
さ
ん
が
優
良
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
県
教
育
委
員
会
主

催
に
よ
り
２
０
０
４
年
度
か
ら
毎
年
開
催
さ

れ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
度
の
テ
ー
マ
は

「
休
日
の
朝
に
家
族
と
一
緒
に
食
べ
た
い
献

立
」。
県
内
か
ら
小
学
生
３� 
７
８
２
点
、
中

学
生
１� 
７
９
７
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

����������
　

１
月　

日
、
県
庁
に
お
い
て
、
茨
城
県
下

２２

水
道
促
進
週
間
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
が
あ

り
、
写
真
の
部
に
お
い
て
、
山
方
小
学
校
６

年
の
中
郡
幸
志
さ
ん
が
知
事
賞
入
選
、
書
道

の
部
に
お
い
て
、
世
喜
小
学
校
４
年
の
和
田

美
里
さ
ん
が
佳
作
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
９
月　

日
の
「
下

１０

水
道
の
日
」
及
び
茨
城
県
下
水
道
促
進
週
間

の
行
事
の
一
環
と
し
て
、
下
水
道
に
対
す
る

理
解
を
深
め
、
そ
の
普
及
と
十
分
な
活
用
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、
県
の
主
催
に
よ
り
毎

年
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

山方小学校　６年
中郡　幸志さん

世喜小学校　４年
和田　美里さん

村田小学校　５年
小泉　佳菜さん

緒川中学校　２年
三村　晃平さん

●女性と仕事
　女性の年齢階級ごとの労働力率を比べてみると（右表）、日本や韓国では
30～40歳層を底にＭ字カーブとなり、子育て期に就業を中断する人が多い
ことが伺えます。一方、北欧や欧米ではこのくぼみは見られません。

･･･シリーズ⑪男女共同参画 世界の中の日本の状況

　日本の女性の社会参画は、国際的に見ても全般的に低い水準にあると言えます。そこで、政治・行政、職場、生活
の側面から男女の参画状況や組織等における女性の登用の状況について、日本と諸外国を比べてみました。

●各国の主な状況比較
家事・育児時
間で男性が占
める割合 （％）

女性の
賃金水準

（男性＝１００）

各職業に占める女性の割合 （％）GEM
順位 管理的職業就業者国会議員

４０.４８６.８３０.５４７.１３７.９１位ノルウェー

３７.７８８.４２９.９４７.８４７.３２位スウェーデン

３５.７７４.０３７.３４４.９３１.６９位ド イ ツ

２９.９８２.６３４.５４６.５１９.７１６位イ ギ リ ス

３７.０８１.０４２.５４６.４１６.２１２位ア メ リ カ

－７２.３２５.９４１.５２１.２１８位シンガポール

－９６.６５７.８３８.５１５.３４５位フィリピン

１２.２６２.６７.８４１.７１３.４５３位韓 国

１２.５６６.８１０.１４１.４９.４４２位日 本

　北欧諸国は、女性の社会参画が最も進んでおり、男女平等法
を整備し政府主導で女性の活躍に向け取り組みを進めています。

　西欧諸国も、政府中心で女性の登用を進めており、各分野で
の女性の参画は北欧諸国に次いで進んでいますが、具体的な施
策の内容は国によって様々です。

　アメリカでは平等の確保に基づく施策が進んでおり、ワー
ク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）施策に関しては政
府より民間企業等のリードで取り組みを進めています。

　アジア諸国では、法整備や政府の取り組みは西欧諸国と比べ
ると総体的に遅れていますが、政治・行政・職場での女性の参
画が進んでいる国もあります。

　日本は、基本的法制は諸外国に劣りませんが、実態の中で各分野での女
性の登用やワーク・ライフ・バランスが進んでいるとは言い難い状態で、
ジェンダーエンパワーメント指数（GEM※）を見ると75か国中42位です。
※GEM：女性が政治や経済活動に参加し、意志決定に参加できるかを測るもの。

女性の年齢階級別労働力率の国際比較

（平成１９年版内閣府男女共同参画白書より）
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月
９
日
、
御
前
山
総
合
支
所
周
辺
コ
ー
ス
に

１２
お
い
て
開
催
さ
れ
、
１
２
１
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

【
タ
イ
ム
ス
の
部
】

親
子
の
部

①
大
越
広
行
・
美
空
組
②
岡
�
豪
・
瑠
奈
組

③
片
岡
美
紀
・
龍
哉
組
④
石
澤
千
秋
・
征
也
組

⑤
安
藤
修
二
・
海
斗
組
⑥
大
部
み
か
・
里
穂
組

小
学
３
・
４
年
の
部

①
安
藤
は
づ
き
②
大
部
晴
夏
③
疋
田
涼

④
皆
川
陽
平
⑤
青
山
智
美

小
学
５
・
６
年
の
部

①
古
田
土
美
佳
②
桜
井
直
気
③
小
林
寛
希

④
山
�
美
侑
⑤
�
名
純
平

中
学
男
子
の
部

①
青
山
貴
寛
②
蓮
田
慎
悟
③
大
森
茂
治

④
金
子
高
徳
⑤
和
泉
雅
人
⑥
金
田
良
城

中
学
女
子
の
部

①
舟
木
美
咲
②
川
�
奈
緒
③
長
山
莉
奈

④
金
子
麗
香
⑤
栗
田
江
美
依
⑥
古
田
土
千
晶

【
マ
ラ
ソ
ン
の
部
】

小
学
３
・
４
年
の
部

①
西
野
康
介
②
皆
川
創
大
③
押
野
智
樹

小
学
５
・
６
年
の
部

①
小
室
洋
平
②
舟
木
良
太
③
楠
正
聡

④
植
山
旬
⑤
廣
木
拓
見

中
学
男
子
の
部

①
小
室
亮
太
②
小
野
洋
介
③
長
山
一
気

④
星
野
栄
吉
⑤
粕
谷
聡
太
⑥
廣
木
強
司

中
学
女
子
の
部

①
檜
山
由
佳
②
瀧
田
理
可
③
堀
江
し
る
く

④
大
貫
真
由
香
⑤
小
林
ゆ
う
な
⑥
小
室
莉
乃

「山里の農作業」
大場　洋子

お詫びと訂正
　
「
広
報
常
陸
大
宮
１
月
号
」　

ペ
ー
ジ
中
の

１７

剣
道
練
成
大
会
の
記
事
の
中
で
、
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。

　

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

　

誤　

和
田
択
巳　
　
　

正　

和
田
拓
巳

����������������
�������	 ��������

「大宮小学校のつらら」
梶山　富雄

「川面に映る央橋」
田所　一巳



広報　常陸大宮　　　　平成２０年２月号１６

　これまでの健診は、糖尿病等の生活
習慣病の早期発見・治療を目的に行わ
れてきました。しかし、特定健診で
は、予防が必要な対象者・内臓脂肪症
候群（メタボリックシンドローム）の
該当者・予備群を見つけ、それらの改
善･予防に向けて支援を行っていくと
いう目的に変わります。

　４０～７４歳の方は、加入している医療保険者（健康保
険証を発行している機関）が行う健診・保健指導を受
けることとなります。
　市でも常陸大宮市国民健康保険（以下国保）に加入
している４０～７４歳の方全員が対象となり、特定健診・
保健指導を受けることとなります。

　４０～７４歳で国保に加入している方は、病院に通院し
ていても市で行う特定健診を受けることとなります。

　健診項目が変わります。

　健診結果に基づき、内臓脂肪リスクと追加リスクの
数をカウントして保健指導の対象者を必要度別にグ
ループ分けし、予防・改善に向けての支援をおこなっ
ていきます。
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健　診　項　目
これまでの健診

なくなるもの加わるもの

心電図検査・眼底
検査・血液検査
（総コレステロー
ル・貧血検査）

腹囲（おへそ周り）測定
血液検査（LDLコレ
ステロール・血清尿
酸・HbA1c）

身体計測・尿検
査・血圧測定・血
液検査・心電図
検査・眼底検査

＊LDLコレステロール…悪玉コレステロール
＊血清尿酸…通風等の有無を調べます。
＊HbA１c…食事の影響を受けることなく、１～２か月前の

血糖の状態を推定します。

����������

自己負担
特定健診

（循環器健診）
年　　齢

有受診可能40歳未満

有全員受診国　　保

40～74歳 各医療保険者から受診券が発
行されますので、その指示に
したがってください。

国保以外

無受診可能75歳以上

●腹囲とＢＭＩで内臓脂肪リスクをカウント
・腹囲　男性≧８５cm、女性≧９０cm　または
・腹囲　男性＜８５cm、女性＜９０cm
　　　　かつ　ＢＭＩ≧２５

●追加リストをカウント
①血糖　空腹時血糖　１００mg/dl以上　または

HbA１c　５．２％以上　または薬剤治療を
受けている

②脂質　中性脂肪　１５０mg/dl以上　または
HDLコレステロール　４０ mg/dl未満
または薬剤治療を受けている

③血圧　収縮期　１３０mmHg以上　または
拡張期　 ８５mmHg以上　または薬剤治
療を受けている

④問診で喫煙歴あり
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広報　常陸大宮　　　　平成２０年２月号１７
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＊がんを防ぐための１２ヵ条は、これさえ
守れば絶対にがんにならないという方
法ではありません。がんのリスクをで
きるだけ低く抑えることを目標にして
います。
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１．バランスのとれた栄養をとる
２．毎日、変化のある食生活を
３．食べすぎをさけ、脂肪はひかえめに
４．お酒はほどほどに
５．たばこは吸わないように
６．食べものから適量のビタミンと繊維質のものを多くとる
７．塩辛いものは少なめに、あまり熱いものはさましてから
８．焦げた部分はさける
９．かびの生えたものに注意
１０．日光に当たりすぎない
１１．適度にスポーツをする
１２．体を清潔に ����������� （国立がんセンター）



広報　常陸大宮　　　　平成２０年２月号１８

�������������������

����

　出火件数は、昨年と同数
の１６件でした。
　火災種別ごとにみると、
建物火災が１１件と多く、車
両火災４件、その他火災１
件でした。

前年比Ｈ１９年区　　分
０件１１件建物火災

火

災

件

数

▲１件０件林野火災
２件４件車両火災

▲１件１件そ の 他
０件１６件合 計

▲５８，２８７千円３４，７４８千円損 害 額
▲４３４．５�５２７．５�焼 損 面 積

０人１人死 者
０人４人負 傷 者

▲３世帯５世帯世 帯り
災 ▲５人１１人人 員

【火災発生状況】
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　救急出場件数は、１，６７２
件 で 昨 年 に 比 べ１０５件
（６．４％）増加し、搬送人員も
１，６３３人（６．５％）と増加しま
した。１日当たりの救急件数
は、およそ４．５件でこれは管
内住民２８人に１人が搬送さ
れたこととなります。

前年比Ｈ１９年区　分
１０５件１，６７２件出場件数
１０６人１，６３３人搬送人員

３件４件火 災
０件０件自然災害
１件１件水難事故

▲１６件１８９件交通事故
▲１件３５件労働災害
▲２件９件運動競技
６件１８２件一般負傷
１件５件加 害

▲２件１８件自損行為
７０件１，０３６件急 病
４５件１９３件そ の 他

【救急出場状況】
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　救助出場件数
は、前年に比べ
５件増加しまし
た。

【救急件数構成比】

【救助件数構成比】

【火災件数構成比】

前年比Ｈ１９年区 分
５件２０件出 場 件 数

０件１件火 災
３件１６件交 通 事 故
０件０件水 難 事 故
０件０件自 然 災 害
１件２件機 械 事 故
０件０件建 物 事 故
０件０件ガス酸欠事故
０件０件爆 発 事 故
１件１件その他事故

【救助出場状況】

　消防署では市民の皆さんを対象に、突然
のケガや病気で倒れられた方に対して行う
応急手当、特に自動体外式除細動器（Ａ
ＥＤ）の使用方法、心肺蘇生法などを学ん
でいただく救命講習会を実施しています。

����������
　消防本部警防課　�５３－１１５３
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平成１９年中に、市内で発生した火災や救急・救助の概要をお知らせします。
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本
校
は
、
市
街
地
の
北
西
部
に
位
置
し
、

周
り
は
畑
と
田
ん
ぼ
と
山
林
に
囲
ま
れ
、
自

然
豊
か
な
学
校
で
す
。
近
く
に
は
、
玉
川
が

流
れ
、
清
ら
か
な
せ
せ
ら
ぎ
の
音
も
聞
こ

え
ま
す
。

　

現
在
、
６
学
級　

人
の
児
童
が
、
毎
日
元

９０

気
に
生
活
し
て
い
ま
す
。
児
童
は
、
東
野
方

面
、
御
陣
屋
方

面
、
大
阪
平
方

面
と
３
つ
の
地

域
か
ら
多
く
の

児
童
が
通
っ
て

い
ま
す
。
下
校

の
際
に
は
、
そ

れ
ら
の
地
域
ご

と
に
地
区
の

方
々
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
り
、
児
童
の
安
全
が
確
保
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
６
月
か
ら
は
、「
放

課
後
子
ど
も
教
室
」
が
発
足
し
、　

人
の
児

５１

童
が
こ
の
制
度
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
こ
の

教
室
の
指
導
者
も
、
地
域
の
方
や
保
護
者
の

方
々
が
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
学

校
・
保
護
者
・
地
域
が
一
体
に
な
っ
て
学
校

づ
く
り
が
育
ま
れ
て
い
ま
す
。
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�
�
�
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昨
年
の
６
月　

日
に
、
子
ど
も
た
ち
に
理

２９

科
の
観
察
・
実
験
や
先
端
科
学
技
術
に
触
れ

る
、
そ
し
て
学
校
間
の
交
流
学
習
を
図
る
た

め
、
塩
田
小
学
校
へ
全
児
童
が
訪
問
し
、「
ド

ク
タ
ー
ナ
ダ
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
自
然
災
害
科
学

実
験
教
室
」
の
授
業
を
受
け
ま
し
た
。

　

講
師
の
先
生
は
、
つ
く
ば
市
在
住
の
理
学

　
　

月
末
に
体
育
館
に
お
い
て
、
全
児
童
と

１１
保
護
者
を
対
象
と
し
て
、
土
浦
市
在
住
の
声

楽
家
大
嶺
先
生
、
日
立
市
在
住
の
ピ
ア
ノ
奏

者
戸
来
先
生
を
お
迎
え
し
、
世
界
の
音
楽
を

堪
能
し
ま
し
た
。

　

お
二
人
の
先
生
は
、
ア
メ
リ
カ
や
ド
イ
ツ

で
も
活
躍
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
外
国
の
生

活
の
様
子
も
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
、「
ど
う
し
て
あ
ん
な
に
声

が
出
る
ん
だ
ろ
う
。」と
驚
い
た
児
童
も
い
ま

し
た
。
心
に
残
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

士
納
口
恭
明
先
生
。
雪
崩
や
落
石
、
地
震
の

仕
組
み
を
具
体
的
な
実
験
器
具
で
分
か
り
や

す
く
ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
語
り
で
説
明
を
受

け
、
全
員
が
楽
し
い
理
科
の
世
界
に
浸
り
ま

し
た
。
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昨
年
の
９
月　

日
、「
燃
え
る
ぜ　

気
合

１６

い
だ　

運
動
会
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、

子
ど
も
た
ち
と
地
域
の
方
が
力
い
っ
ぱ
い
走

り
踊
っ
た
運
動
会
が
行
わ
れ
、
大
変
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
事
前
の
準
備
か
ら
片

付
け
ま
で
、
保
護
者
や
地
域
の
方
に
大
変
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。

児童数：90人
(東野3323　�52－0314）
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めざす児童像
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広報　常陸大宮　　　　平成２０年２月号２０

　

御
前
山
地
域
の
下
伊
勢
畑 
大  
信 
集
落
で

お
お 
の
ぶ

は
小
正
月
の
頃
、
市
内
で
は
珍
し
い 
魂  
精 

こ
ん 
せ
い

 
様 
の
お
祭
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ま

�
�
��
�
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�

　

大
信
集
落
の
魂
精
大
権
現
は
林
の
中
に

あ
り
、
地
元
の
人
々
か
ら
「 
権  
現  
様 
」
の

ご
ん 
げ
ん 
さ
ま

名
で
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

魂
精
様
（ 
金  
精  
様 
）
信
仰
は
、
男
性
器

こ
ん 
せ
い 
さ
ま

の
形
を
木
や
石
な
ど
で
作
り
小
祠
に
ま

つ
っ
た
り
奉
納
し
た
り
し
て
、
そ
の
生
殖

力
や
呪
力
を
崇
拝
す
る
も
の
で
す
。
子
孫

繁
栄
・
五
穀
豊
穣
・
性
病
治
癒
・
夫
婦
和

合
・
雨
乞
い
な
ど
に
効
験
が
あ
る
と
さ
れ
、

そ
の
原
型
は
縄
文
時
代
の
石
棒
信
仰
や
境

の
神
で
あ
る
道
祖
神
、
サ
イ
ノ
カ
ミ
信
仰

と
も
結
び
つ
く
も
の
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
全
国
に
見
ら
れ
る
も
の
で
、
特
に

 「
金
精
様
」と
い
う
呼
び
名
で
の
信
仰
は
東

北
地
方
が
中
心
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
古
く

か
ら
庶
民
に
親
し
ま
れ
て
き
た
神
様
で
す

が
、
明
治
時
代
以
降
は
風
紀
上
の
理
由
か

ら
「
因
習
」「
淫
祠
」
と
さ
れ
、
各
地
で

祭
祀
が
禁
止
さ
れ
、
廃
棄
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
明
治
初
年
に
行
わ
れ
た 
神  
仏  
分  
離 
な

し
ん 
ぶ
つ 
ぶ
ん 
り

ど
の
宗
教
改
革
の
中
で
、
寺
社
以
外
の
石

仏
や
偶
像
を
祭
る
土
俗
的
な
信
仰
、
特
に

性
神
信
仰
は
「
野
蛮
な
風
習
」
と
し
て
、

そ
れ
を
禁
止
す
る
太
政
官
布
告
が
出
さ
れ

る
ほ
ど
で
し
た
。
し
か
し
庶
民
の
生
活
レ

ベ
ル
に
息
づ
く
信
仰
は
そ
れ
を
免
れ
た

り
、
一
度
廃
止
さ
れ
て
も
再
び
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
り
し
た
も
の
も
多
く
、
現

在
ま
で
細
々
と
続
い
て
い
る
一
部
の
行
事

や
信
仰
が
我
々
に
多
く
の
こ
と
を
伝
え
て

く
れ
て
い
る
の
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�	


�
�

　

大
信
集
落
の
四
軒
が
守
り
続
け
て
い
る

権
現
様
は
男
性
の
下
の
病
に
霊
験
あ
ら
た

か
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
御
神
体
は
根
本

が
土
に
埋
ま
っ
た
状
態
で
高
さ
は
八
十
八

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
。
深
さ
数
メ
ー
ト

ル
の
大
き
な
沢
を
望
む
地
に
祭
ら
れ
て
い

ま
す
。
昔
は
病
が
治
る
と
木
で
作
っ
た
男

根
を
一
本
奉
納
し
て
お
礼
参
り
を
す
る
習

慣
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
今
で
も
祠
内
に
数

本
が
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
戦

後
の
急
速
な
医
療
の
進
歩
と
一
般
家
庭
へ

の
普
及
に
伴
い
、
こ
の
習
慣
も
五
十
年
ほ

ど
前
か
ら
は
行
わ
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

毎
年
一
月
十
七
日
に
は
世
話
人
が
一
年

交
代
で 
宿 
と
な
り
、
例
祭
を
行
っ
て
い
ま

や
ど

す
。
今
年
も
厳
し
い
寒
さ
の
中
、
例
年
ど

お
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
宿
に
な
っ
た
家
で

は
赤
飯
や
煮
し
め
、
菓
子
な
ど
を
用
意

し
、
当
日
午
前
中
に
祭
礼
の
幟
を
立
て
て

準
備
を
し
ま
す
。
午
後
か
ら
は
参
拝
者
が

訪
れ
、
お
参
り
の
あ
と
歓
談
を
し
ま
し

た
。
か
つ
て
は
地
区
の
人
々
が
大
勢
集
ま

り
賑
や
か
に
祭
り
が
行
わ
れ
た
そ
う
で

す
。
祭
礼
の
度
に
作
ら
れ
て
き
た
帳
簿

 「
魂
精
大
権
現
例
祭
執
行
諸
掛
帳
」に
は
賽

銭
の
額
や
供
物
が
す
べ
て
記
載
さ
れ
、
祭

礼
費
用
と
し
て
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。
明

治
時
代
の
帳
簿
も
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
す

が
、
い
つ
の
頃
か
失
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
現
在
、
昭
和
七
年
以
降
の
帳
簿
が
保

存
さ
れ
て
い
る
一
方
、
毎
年
作
成
さ
れ
続

け
て
い
ま
す
。
昭
和
二
十
年
前
後
の
混
乱

の
中
で
も
祭
礼
が
行
わ
れ
、
帳
簿
も
作
成

さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
現
在
で
は

例
祭
の
日
に
も
世
話
人
の
方
が
集
ま
る
だ

け
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
他
の
祭
礼

や
民
俗
行
事
と
同
様
に
、
担
い
手
の
高
齢

化
、
社
会
環
境
の
変
化
な
ど
か
ら
世
代
交

代
が
進
み
、
続
け
て
い
く
の
も
難
し
い
状

況
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

青
木
秀
男
さ
ん
、
由
子
さ
ん
ほ
か
権
現

様
世
話
人
の
皆
さ
ん
に
聞
き
取
り
調
査
に

御
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

歴
史
民
俗
資
料
館　

�
　

－

１
４
５
０

５２

���������������
こん せい だい ごん げん

▲

権
現
様
の
お
祭
り
の
様
子

▲

毎
年
作
ら
れ
る
祭
礼
の
帳
簿

お
詫
び
と
訂
正

　
「
広
報
常
陸
大
宮
１
月
号
」　

ペ
ー
ジ
の
ふ
る
さ
と

２０

見
て
歩
き�
火
伏
せ
の
神
様�
の
中
の
、「
小
田
野
宿

で
は
百
二
十
年
間
火
災
を
出
さ
な
か
っ
た
」
は
、「
大

火
を
出
さ
な
か
っ
た
」
の
誤
り
で
し
た
。

　

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。



広報　常陸大宮　　　　平成２０年２月号２１

�����

��������	
��
���� ����

�������	
���
���� �����

��������	
���
� ����

�������	
��
�
	
���� ���

������� ��	


�������	
��
 ����������

�������	
���
 �����

�������	
���
�� �����

��������	 
��


�������	
 ��
��

�������	
� �
��

�������	
�� 
��

�������	
 ��
�

�������	�
�� 
���

�������	
��� 
���

�������	
�� 
���

�������	 
��


�����

�������	
��
������� ����

�������	
��
���� �����

����������	�
��
�� �������

��������	
��
�����������������

���������	
��
��������������

�������	
��
����������
��������� 	

�������	
��
�������������

�������	
��
��������������

�������	
��
������������

�������	
��
�

�

�

�

������ �� �

�������	
	��
��������������

�������	
����
�
����������

�������	
��
�������

��������	
��
�

　10月にホームページを開設して以来、たくさんの
方にご利用いただいています。本の検索や行事の案
内、休館日等を掲載しています。また来年度には予約
ができるようになる予定です。

■アドレス■
http://www.tosyo.city.hitachiomiya.lg.jp
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　昨年の３月から、常陸大宮市に関連する新聞記事を
切り抜き、保管しています。（おくやみは除く）
・茨城新聞　　・読売新聞　　　　・朝日新聞
・毎日新聞　　・日本経済新聞　　・産経新聞
・常陽新聞　　・日本農業新聞　　・東京新聞

�美和かわせみの会のおはなし会���������	
�ロゼのつどいのおはなし会�����������	
�どんどんちっちのおはなし会����������	

�めばえの会のおはなし会������������	

�はみんぐばあどのおはなし会�����������	
��������	
���
���������������

�春休み子ども映画会��������������	
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�子ども放送局
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13日・27日
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 「全国吟詠剣詩舞道祭」
平成20年11月２日
会場　常陸大宮市文化センター

 「西塩子の回り舞台
 （グリーンふるさと文化フェスティバル）」
平成20年11月８日・９日
会場　大宮公民館塩田分館グランド

国民文化祭・いばらき2008国民文化祭・いばらき2008国民文化祭・いばらき2008国民文化祭・いばらき2008

再生紙を使用しています 
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常陸大宮市の人口（１月１日現在・推計常住者）

総人口４６，７２９人（男２２，８２１人、女２３，９０８人）
世帯数１６，２５２世帯

　１月13日、おおみや消防広場において、新春恒例の消防出初式が開催
されました。
　青空となったこの日、1,000人を超える消防関係者が一堂に会し、市

長の観閲を受け士気の高揚と団結の
強化を図り今年１年間の防災に対す
る決意を新たにしました。
　また、功績のあった団員や長年にわたり団員として消防防災に活動に
貢献された退団者のほか、消防協力者の方々に表彰、感謝状が贈呈され
ました。
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▲女性消防団も参加

▲多くの来賓を迎えての式典が挙行
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　12月９日、
冬晴れの澄み
切った青空の
下、御前山宣
言タイムスマ
ラソンが開催
されました。
　自分が走るタイムを事前に申告し、実
際に走った時間との差が少ない人が上位
となるタイムスの部と、到着順を競うマ
ラソンの部が行われ、121人が参加し、
日頃の健脚を競い合いました。
＊詳しい結果は１５ページをご覧ください。

　12月16日、栃木県アーデル霧降スケート場で教育委員
会緒川事務所主催による、緒川地域「スケート教室」が開
催され、32人が参加しました。
　当日は、快晴
の中、現地での
インストラク
ターや緒川地域
体育指導委員の
指導を受け、参
加者全員が上手
に滑れるように
なりました。




